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1  栄養塩類の形態別動向調査 
1.1  調査地点（参考） 

 

注）メッシュの1辺は約1km 

＝ 凡 例 ＝ 

：拡散状況調査と同じ調査地点 
：栄養塩類形態動向調査用に追加した調査地点 
：ノリ養殖区画 
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図 1 栄養塩類の形態別動向調査対象地点（16地点※） 

※：St.15・16は、秋季調査で追加した地点 

資料－３ 
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1.2  夏季調査結果 
1.2.1  調査実施時の状況 

調査実施日：平成22年9月22日（水） 

調査時間：９：３０～１２：３０（下げ潮時） 

調査時の天候：はれ 

 

1.2.2  河川水拡散状況の鉛直分布調査 
現地における機器測定結果（更正済み）を次に示す。 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 水平分布（夏季＿水温） 
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図 3 水平分布（夏季＿上：塩分、下：クロロフィルa） 
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図 4 鉛直分布（夏季＿水温） 
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注）メッシュの1辺は約 1km 

＝ 凡 例 ＝ 

：拡散状況調査と同じ調査地点 

：栄養塩類形態動向調査用に追加した調査地点 
：ノリ養殖区画 
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図 5 鉛直分布（夏季＿塩分）
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注）メッシュの1辺は約 1km 

＝ 凡 例 ＝ 

：拡散状況調査と同じ調査地点 

：栄養塩類形態動向調査用に追加した調査地点 
：ノリ養殖区画 
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図 6 鉛直分布（夏季＿クロロフィルa） 
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注）メッシュの1辺は約 1km 

＝ 凡 例 ＝ 

：拡散状況調査と同じ調査地点 

：栄養塩類形態動向調査用に追加した調査地点 
：ノリ養殖区画 
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1.2.3  栄養塩類の形態別動向調査 
(１) 窒素（図 7・図 9） 
・ 流入については、全窒素・無機態窒素とも加古川のSt.１より河口部の St.２で高くなる傾
向が見られた。 

・ 拡散に伴う変化については、西方向、沖方向、東方向とも全窒素・無機態窒素とも河口か

らの距離とともに減少する傾向が見られた。 
・ 滞留部（St.13・14）は、沖合（St.8～11）に比べて高い濃度が観測された。 
・ 溶存有機態窒素は、St.１以外は他の項目に比べて地点間の差が少なく、滞留部の St.13・

14も含めて 0.2㎎/L程度であった。 
(２) リン（図 8・図 10） 
・ 流入については、全窒素は加古川のSt.１より河口部の St.２、泊川河口部の St.５が低か
ったが、無機態リンは St.１より St.２、５の方が高い値であった。 

・ 拡散に伴う変化については、西方向と沖方向は全リン・無機態リンとも河口からの距離と

ともに減少する傾向が見られた。東方向は、全リン・無機態リンとも全体としては距離と

ともに減少傾向を示すものの、St.8以降は同程度で推移する傾向が見られた。 
・ 滞留部（St.13・14）は、沖合（St.8～11）に比べて高い濃度が観測された。 
・ 溶存有機態リンは、溶存有機態窒素と同様地点間の差が少なかった。 

(３) COD（図 11） 
・ 拡散に伴う変化については、表層については、西方向と沖方向は河口からの距離とともに

減少する傾向が見られた。東方向は、りんと同様全体としては距離とともに減少傾向を示

すものの、St.9以降は同程度で推移する傾向が見られた。 
・  滞留部（St.13・14）は、沖合（St.8～11）に比べて高い濃度が観測された。 
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＝ 凡 例 ＝ 

：拡散状況調査と同じ調査地点 
：栄養塩類形態動向調査用に追加した調査地点 

：ノリ養殖区画  

 
 
 

図 7 対象海域における窒素の形態変化 
※グラフの凡例は、緑系が有機態、青系が無機態を表す。 
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【沖方向の変化（St.1→2→3→4）】

【東方向の変化（St.1･2･3･5･8～12）】

【滞留部と沖合との比較（滞留部13･14、沖合St.8～11）】
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＝ 凡 例 ＝ 

：拡散状況調査と同じ調査地点 
：栄養塩類形態動向調査用に追加した調査地点 

：ノリ養殖区画  

 
 
 

図 8 対象海域におけるリンの形態変化 
※グラフの凡例は、緑系が有機態、青系が無機態を表す。 
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【東方向の変化（St.1･2･3･5･8～12）】

【滞留部と沖合との比較（滞留部13･14、沖合St.8～11）】
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図 9 対象海域における窒素の形態変化（図 7を溶存有機態に着目して並び替え） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10 対象海域におけるリンの形態変化（図 8を溶存有機態に着目して並び替え） 
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図 11 対象海域における CODの形態変化 
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表 1 栄養塩類分析結果（夏季） 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査日：平成22年9月22日

項　目 層 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1314

水温 上 27.2 28.2 28.0 28.0 27.9 28.2 28.1 27.8 28.0 28.0 27.7 27.8 29.5 28.4
(℃） 下 28.4 27.8 27.8 27.8 27.9 27.9 27.8 27.8 28.0 27.9 27.9 27.8 29.4 28.4

塩分 上 15.5330.0631.2631.3231.0431.1631.3331.3231.3231.3231.4131.33 30.91 30.80
下 29.1131.2631.2931.3431.1331.2531.3431.3231.3331.4131.4431.33 31.05 30.82

水素ｲｵﾝ濃度(ｐＨ) 上 8.01 8.07 8.12 8.17 8.10 8.16 8.24 8.20 8.19 8.15 8.19 8.19 8.20 8.09
（pＨ） 下 8.06 8.08 8.14 8.18 8.11 8.12 8.23 8.20 8.15 8.17 8.19 8.19 8.17 8.08

溶存酸素量(ＤＯ) 上 7.2 5.7 5.7 6.5 5.8 6.6 7.3 6.6 6.0 5.8 6.0 6.2 7.2 5.3
(mg/L)下 6.0 5.2 5.3 6.5 5.5 5.5 7.0 6.0 5.7 5.9 6.1 6.0 6.1 5.2

クロロフィルａ 上 5.3 3.5 3.4 3.4 3.3 5.2 6.9 2.1 2.5 2.1 2.7 3.9 10 1.9
(μg/L)下 4.9 3.0 3.0 2.5 3.1 2.9 5.9 1.9 2.1 2.1 3.0 3.5 7.9 1.6

フェオフィチン 上 4.6 2.1 2.4 1.9 2.2 2.8 3.5 1.2 1.4 1.6 2.0 2.7 4.5 1.9
(μg/L)下 3.2 2.1 1.9 1.7 2.2 1.6 3.3 1.3 1.9 1.8 2.3 2.9 4.7 1.7

ＣＯＤＭｎ(酸性法) 上 4.4 2.8 2.1 2.3 2.4 2.2 2.3 1.8 2.1 2.1 2.2 2.2 2.5 2.5
(mg/L)下 2.0 2.7 2.1 2.1 2.0 2.2 2.4 2.1 2.2 1.3 2.0 2.0 2.3 2.0

溶解性ＣＯＤＭｎ 上 3.5 1.7 1.6 1.8 1.7 1.7 2.0 1.5 2.0 1.8 1.2 2.0 1.9 2.2
(mg/L)下 1.8 1.2 1.8 1.9 1.9 2.0 1.6 1.9 2.1 1.1 1.3 1.9 2.2 1.5

TOC 上 2.0 1.4 1.3 1.1 1.2 1.2 1.2 1.2 1.1 1.1 1.1 1.1 1.3 1.2
(mg/L)下 1.5 1.2 1.1 1.0 1.1 1.2 1.1 1.1 1.1 1.0 1.0 1.0 1.2 1.1

DOC 上 2.0 1.4 1.2 1.1 1.1 1.1 1.0 1.2 1.0 1.1 1.0 0.9 1.0 1.0
(mg/L)下 1.5 1.1 1.1 1.0 1.0 1.0 1.0 1.1 1.1 0.9 0.9 0.9 1.1 1.0

全窒素(ＴＮ) 上 0.4920.5340.4340.3090.3930.3670.2690.3670.2930.3130.2570.280 0.700 0.463
(mg/L)下 0.4030.4080.2980.3170.3500.3000.2750.2910.3320.2980.2140.312 0.587 0.415

溶存態　全窒素(ＤＴＮ) 上 0.3640.3830.3230.2360.2840.3130.1930.2970.2540.2600.2320.221 0.489 0.380
(mg/L)下 0.2940.2610.2860.1910.2590.2420.1450.2050.2670.2040.1740.216 0.442 0.341

溶存無機態　ｱﾝﾓﾆｱ性窒素 上 0.0440.1390.0570.0460.0800.0490.0260.1300.0490.0590.0360.040 0.200 0.128
(mg/L)下 0.0400.0930.0610.0360.0800.0570.0260.0380.0680.0280.0320.038 0.216 0.133

溶存無機態　亜硝酸性窒素 上 0.00270.00960.01440.01090.01210.00990.00140.00990.01440.01500.01210.01030.01940.0131
(mg/L)下 0.00110.01750.01810.01210.01250.01590.00140.00990.01620.01660.01180.01030.01940.0128

溶存無機態　硝酸性窒素 上 0.00930.02760.02080.01130.02200.01700.00270.01260.01600.02290.01280.01300.05500.0569
(mg/L)下 0.00980.02210.02140.01040.01830.02020.00100.00990.02330.01720.01100.01360.04610.0439

溶存性有機態窒素（DON） 上 0.30840.20670.23050.16840.17030.23630.16230.14470.17450.16340.17130.15800.21400.1824
(mg/L)下 0.24380.12830.18600.13230.14860.14890.11670.14720.15900.14170.11860.15420.16130.1507

粒子状有機態窒素（PON） 上 0.1280.1510.11180.07250.10870.05440.07650.07010.03930.05240.02510.05940.21140.0826
(mg/L)下 0.1090.1470.01110.12580.09060.05740.12990.08660.06470.09360.04030.09560.14500.0745

全リン(ＴＰ) 上 0.08950.06410.05860.04900.06340.05890.04200.04310.04310.04640.03940.04420.06410.0648
(mg/L)下 0.08730.06520.05530.05000.05600.05530.04270.03800.05640.04710.04050.05010.05930.0641

溶存態　全リン(ＤＴＰ) 上 0.05560.05380.04970.04020.04750.04200.02430.02910.03320.03430.02800.03720.03390.0538
(mg/L)下 0.05780.05050.04270.03720.04350.04460.02990.02840.03870.03940.02710.04380.04160.0523

リン酸性リン（TIP） 上 0.03200.03390.02660.02120.03750.03140.01610.01610.02000.02720.01850.02300.01520.0394
(mg/L)下 0.02870.03870.02580.01850.03150.03480.01460.01700.02910.02280.02300.01940.03600.0394

溶存無機態リン（DIP） 上 0.02420.03270.02210.01640.03300.02690.01130.00650.01790.02570.01550.01700.01400.0336
(mg/L)下 0.02360.03540.02340.01760.03060.03020.01250.01430.02460.01820.01940.01880.02610.0391

溶存有機態リン（DOP） 上 0.0310.0210.02760.02380.01460.01510.01310.02270.01520.00860.01250.02020.01990.0202
(mg/L)下 0.0340.0150.01940.01960.01290.01430.01740.01410.01410.02120.00770.02500.01550.0132

粒子状無機態リン（PIP） 上 0.0080.0010.00450.00480.00450.00450.00480.00970.00210.00150.00300.00600.00120.0057
(mg/L)下 0.0050.0030.00240.00090.00090.00450.00210.00270.00450.00450.00360.00060.00980.0003

粒子状有機態リン（POP） 上 0.0260.0090.00430.00400.01130.01240.01280.00430.00780.01060.00840.00100.02900.0053
(mg/L)下 0.0240.0110.01010.01190.01160.00620.01080.00690.01310.00310.00980.00570.00780.0115

浮遊物質量（ＳＳ） 上 3.3 3.0 5.3 3.3 6.0 4.8 4.3 3.5 3.0 2.5 4.8 4.4 4.8 4.5
(mg/L)下 3.5 6.4 4.0 3.5 7.2 4.0 4.8 3.2 4.1 3.8 4.3 5.2 3.9 3.9

懸濁物質の強熱減量（ＶＳＳ） 上 2.2 2.2 3.4 3.0 3.0 3.5 2.7 2.6 2.3 1.7 2.5 2.8 3.6 3.5
(mg/L)下 2.9 3.1 2.4 2.6 3.0 3.2 3.2 2.4 3.3 1.3 2.6 2.7 3.0 2.5

※ろ過：予め450℃、１時間加熱前処理したワットマンGF/Cを用いてろ過（広域総合水質調査と同じ方法）
太字は、該当項目の値を算定するために必要となる分析項目。
窒素及びリンについては、定量下限値未満の値についても、桁処理せずに分析結果をそのまま掲載したため【参考値】として取り扱う。
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1.3  秋季調査結果 
1.3.1  調査実施時の状況 

調査実施日：平成22年11月19日（金） 

調査時間：９：５０～１３：０５（下げ潮時） 

調査時の天候：快晴 

 

1.3.2  河川水拡散状況の鉛直分布調査 
現地における機器測定結果（速報値）を次に示す。 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 12 水平分布（秋季＿水温） 
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図 13 水平分布（秋季＿上：塩分、下：クロロフィル a） 
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図 14 鉛直分布・速報値（秋季＿水温） 
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図 15 鉛直分布・速報値（秋季＿塩分）
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図 16 鉛直分布・速報値（秋季＿クロロフィル a） 
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注）メッシュの1辺は約 1km 

＝ 凡 例 ＝ 

：拡散状況調査と同じ調査地点 

：栄養塩類形態動向調査用に追加した調査地点 
：ノリ養殖区画 
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1.3.3  栄養塩類の形態別動向調査 
（分析中） 
 

2  河川水の広域的拡散状況調査における調査地点移動案について 
2.1  St.4の地点変更の経緯 
【経緯及び状況】 

○第 1回地域検討会 
・観測用機材を St.４に設置することは難しいのではないかとの指摘を委員から頂いた。 
・秋季調査時に現地の状況を確認し、加古川海上保安署とも相談のうえ調整することとし

た。 
○秋季調査時における現地確認 
・現地において St.４近傍に設置可能な航路ブイ等の施設がないこと、周辺海域は船舶の航
行が頻繁な海域であることが確認された。 

○加古川海上保安署からの情報提供 
・「St.2～4付近は船舶航行が非常に多い」との回答。 
○加古川河川水の拡散状況（藤原委員長からの情報提供） 
・衛星写真撮影時の加古川河川水の拡散状況は次図の通り。 
・拡散状況は、加古川本川が直接拡散している部分以外に枝分かれが生じていることから、

河川水の影響は、沿岸からの距離によって異なる可能性が考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 17 加古川河川水の拡散状況（左：衛星写真、右：拡散のイメージ図） 
 
【地点変更案】 

○変更にあたっての考え方 
・St.4は、調査の安全な実施を勘案し、次図に示す地点 St.17に変更する。変更後の位置づ
けは、沿岸域における河川水の影響状況の違いを把握することとする。 
・沖方向の拡散状況を把握するため、河川水の広域拡散状況調査期間中に実施する「河川水

拡散状況の平面分布調査」では、変更前の St.4を含む範囲を対象に観測を行うこととする。 
○変更後の地点案は次図の通り 
 

 神戸製鋼 

↓加古川 

↓泊川 
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2.2  加古川河口の St.２・３、泊川河口の St.５の地点変更の経緯 
【経緯及び状況】 

○秋季調査時における現地確認 
・加古川と泊川の間の堤防は、1箇所(次図の赤矢印付近)で切れていることが分かった。 
○加古川海上保安署からの情報提供 
・「St.2～4付近は船舶航行が非常に多い」との指摘を受けた。 

【地点変更案】 
○変更にあたっての考え方 
・St.2・3・５は、船舶航行の障害にならないように加古川-泊川間の堤防の近傍に移動する。 
・St.３と St.５は、堤防の切れ込みよりも上流側に移動する。 
・予定地点は、よどみの無い事を秋季調査時に確認済み、設置時にも再度確認の上設定する。 
○変更後の地点案は次図の通り 

2.3  地点変更（案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 18 調査地点変更（案）（←印は、確認された堤防の切れ込み位置） 

1

2

3

17

6

5
7

8

9

10

11

12

　　　　　　　　凡　例

　●　：　水温塩分観測地点
　　　　　（観測機器用ブイ設置地点）
　●　：　水温塩分観測地点
　　　　　（漁協所有ブイ利用地点）
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写真 調査地点周辺の状況 

※　地点1～3，5は、観測機器用ブイを設置

※　地点4，6～12は漁協所有ブイ利用

地点  4 当初計画箇所 地点  4 設置箇所(案)

地点  1 設置箇所 地点  2 設置箇所

地点  3 設置箇所

地点  5 設置箇所（北方向状況） 地点  5 設置箇所（南方向状況）
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写真 調査地点周辺の状況 

 

地点 10 設置箇所 地点 11 設置箇所

地点 12 設置箇所

地点  6 設置箇所 地点  7 設置箇所

地点  9 設置箇所地点  8 設置箇所
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平成22年度 現地調査計画 

■記載内容 
 
1 物質循環状況の解明調査 ······························································ 参考-1 
 1.1 加古川からの淡水の拡散状況等を解析するための現地調査 ················· 参考-1 
 1.2 物質収支モデル構築に必要な情報の取得 ········································ 参考-5 
 1.3 追加詳細調査（追加提案分） ······················································· 参考-5 
 1.4 泊川における水質把握調査（向上対策検討に向けた追加調査） ··········· 参考-7 
2 調査の工程··············································································· 参考-8 
 

  
1  物質循環状況の解明調査 
1.1  加古川からの淡水の拡散状況等を解析するための現地調査 

(１) 河川水の広域的拡散状況調査 
河川から供給される淡水について、海域における移流・拡散傾向を把握するために有効なデー

タを得るため、現地調査を実施する。 
1) 調査地点 
次の図に示す河口及びその周辺の計 12地点とする。各調査地点の考え方は表 2に示した。 

 

注）メッシュの1辺は約1km 

＝ 凡 例 ＝ 

：拡散状況調査地点 
：ノリ養殖区画 

●St.1 

●St.5 St.7● 

●St.8 

●St.12 

St.2   
● 

● 
St.3  

● 
St.11 

●St.10 

St.6● 

● 
St.9 

●St.17 

 
図 19 河川水の拡散状況調査対象地点 

 

【変更点】地点４を削除し、新たに地点 17を設定 

参考 
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表 2 各調査地点における把握事項 
地点 把握すべき事項 
St.1 加古川本川流入状況 

St.2-3 沖方向への拡散状況 

St.5 導流堤で本川と隔てられた排水の流入状況 

St.6・7 西方向への拡散状況 

St. 8-12･17 東方向への拡散状況（加古川河口の近傍は地点間隔を密に設定） 
2) 調査方法 
各調査地点にcompactCT（JFEアドバンテック社製）を設置し、10分間隔で15昼夜連続のデー

タを取得する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20 水温塩分計設置状況図 

 

3) 調査対象 
海域における河川水の広がり状況を把握するため、測定は表層（海面下 0.3m）とする。 

4) 調査時期 
冬季（1月中旬～1月下旬）とする。 

5) 調査項目 
水温・塩分 

 

(２) 栄養塩類の形態別動向調査 
河川から供給される栄養塩類について、生物の利用のし易さの観点も踏まえて、移流・拡散傾向

を解明するために有効なデータを得るため、現地調査を実施する。 

1) 調査地点 
「①河川水の広域的拡散状況調査」の 12地点に加え滞留しやすい地形周辺の 2地点（調査

地点図 22の◆）の合計14地点を対象とする（）。 
なお、過去からの既存データを有効利用するため、追加地点 2地点のうち St.13は公共用水

域水質測定調査と同一地点とする。 

 

2) 調査方法 
各調査地点において、北原式採水器・バンドーン型採水器により試料を採水する。採取した試

ノリ網のブイ

水温塩分計
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バンドーン型採水器

調査人員

調査旗 <調査船>
調査中

いであ株式会社

料は実験室に持ち帰り、速やかに分析する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 採水作業状況図 
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注）メッシュの1辺は約1km 

＝ 凡 例 ＝ 

：拡散状況調査と同じ調査地点 
：栄養塩類形態動向調査用に追加した調査地点 

：ノリ養殖区画  

 
図 22 栄養塩類の形態別動向調査対象地点 

 

3) 調査対象 
表層、下層の２層を対象とする。 
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表層は、海域の河川水が影響している層における水質の変化状況を把握するため、海面下

0.3mとする。下層は海水の水質変化を把握するため海面下5m（水深5m未満の調査地点は海底

上1m）とする。 

4) 調査時期 
夏季（9月上旬）、秋季（11月中旬）、冬季（1月下旬）に各１回実施する。 

5) 調査項目 
分析項目及び分析方法は次表の通り。 

表 3 分析方法 

項 目 分  析  方  法 

水温 JIS K0102(2008) 7.2 
塩分 海洋観測指針 (1999年版) 5.3 
水素ｲｵﾝ濃度(ｐＨ) JIS K0102(2008) 12.1 

溶存酸素量(ＤＯ) JIS K0102(2008) 32.1 

クロロフィルａ 海洋観測指針(1999年版) 6.3.3.1 
フェオフィチン 海洋観測指針(1999年版) 6.3.3.1 

ＣＯＤＭｎ(酸性法) JIS K0102(2008) 17 

溶解性ＣＯＤＭｎ ろ過後、JIS K0102(2008) 17 

TOC JIS K0102(2008) 22 

DOC ろ過後、JIS K0102(2008) 22 

全窒素(ＴＮ) JIS K0102(2008) 45.4 

溶存無機態 ｱﾝﾓﾆｱ性窒素 ろ過後、JIS K0102(2008) 42.2 
溶存無機態 亜硝酸性窒素 ろ過後、JIS K0102(2008) 43.1.1 

溶存無機態 硝酸性窒素 ろ過後、JIS K0102(2008) 43.2.3 

溶存性有機態窒素（DON） 
DTN－DIN から算定 

［DTNは、ろ過後JIS K0102(2008) 45.4］ 

（DINは、溶存無機態窒素の合計値） 

粒子状有機態窒素（PON） TN－DTN 

（但し、粒子に無機態窒素は存在しないという前提） 

全リン(ＴＰ) JIS K0102(2008) 46.3.1 

溶存無機態リン（DIP） ろ過後、JIS K0102(2008) 46.1 

溶存有機態リン（DOP） DTP－DIP から算定 

［DTPは、ろ過後、JIS K0102(2008) 46.3.1］ 

粒子状無機態リン（PIP） TIP－DIPから算定 

［TIP(リン酸性リン)は、JIS K0102(2008) 46.1.1］ 

粒子状有機態リン（POP） TP－DTP－PIP から算定 

浮遊物質量（ＳＳ） 昭和46年環境庁告示第59号 付表8 

懸濁物質の強熱減量（ＶＳＳ） JIS K0102(2008) 14.5 

※ろ過：予め450℃、１時間加熱前処理したワットマンGF/Cを用いてろ過（広域総合水質調査と同じ方法） 

下線太字は、該当項目の値を算定するために実施する分析項目。 
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1.2  物質収支モデル構築に必要な情報の取得 
物質収支モデル構築にあたって海域の流況を再現するために必要となる流れのデータを得るため、

下記情報について既存調査結果を対象に情報収集・精査を行う。 
(１) 対象海域 

統括委員会のシミュレーション構築において予定している播磨灘全域とする。 

(２) 収集する情報 
シミュレーションモデル構築に利用する流況データとして、下記項目を満たすものを対象とする。 

・潮流調和定数 

・調査時期 

・観測地点の緯度経度・観測水深等の位置情報 

(３) 利用情報の精査 
収集した情報を対象にシミュレーション構築に利用可能なデータの精査を行う。精査の観点は、

流況に影響を与える海岸地形変化の程度とする。海岸地形変化は、本検討の「地域の物質循環に

係る情報整理」における地理的・地形的特徴の整理結果を用いることとする。 

 

1.3  追加詳細調査（追加提案分） 
対象海域内の「河川水の拡散状況」及び「河川水の拡散状況と栄養塩類の形態別動向」について

より詳細な情報を得るため、「1.1 加古川からの淡水の拡散状況等を解析するための現地調査」にあわ
せて、下記３種類の現地調査を実施する。 
(１) 河川水拡散状況の鉛直分布調査 

「(1)河川水の広域的拡散状況調査」にあわせて実施し、表層の平面分布に加え各地点における
水質の鉛直分布を把握することを目的とする。 
河川水の広域的拡散状況調査期間中に３回、St.1～St.12 で多項目水質計（AAQ1183PT：

JFEアドバンテック社製）を使用し海面から海底上 0.5mまで 0.5m間隔と表層（海面下 0.3m）で水
温、塩分の鉛直測定を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 23 鉛直分布調査作業状況図 

調査人員

調査旗 <調査船>

多項目水質計

調査中
いであ株式会社
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(２)  河川水拡散状況の平面分布調査 

「(1)河川水の広域的拡散状況調査」にあわせて実施し、加古川河口周辺について水質の平面
的な拡散状況をより詳細に把握することを目的とする。 
河川水の広域的拡散状況調査期間中に３回、加古川河口の近傍（St.1、6、4、8で囲まれた範囲

内）の調査地点間において compactCT 計を使用し表層（海面下 0.3m）の水温、塩分の測定を行
い平面分布状況を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 24 平面分布調査作業状況図 

 

図 25 河川水拡散状況の平面分布調査対象地点 

調査中

進路
水質計

舷側にポール
で艤装固定

 

注）メッシュの1辺は約1km 

＝ 凡 例 ＝ 

：平面分布調査範囲 
：拡散状況調査地点 
：ノリ養殖区画 

●St.1 

●St.5 

St.4● 

St.7● 

●St.8 

●St.12 

St.2   
● 

● 
St.3  

● 
St.11 

●St.10 

St.6● 

● 
St.9 
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(３) 水質の鉛直分布調査 
「(2)栄養塩類の形態別動向調査」にあわせて実施し、各採水地点における水質の鉛直分布を把

握することを目的とする。 
夏季・秋季・冬季の採水と同時に、St.1～16（夏季は St.1～14）の調査地点において、多項目水

質計（AAQ1183PT：JFEアドバンテック社製）を使用して、水温、塩分、クロロフィル aを海面から海
底上 0.5mまで 0.5m間隔と表層（海面下 0.3m）で測定する。 
 

 

 

1.4  泊川における水質把握調査（向上対策検討に向けた追加調査） 
加古川と泊川の河川水を利用する向上対策を検討するうえで、両河川の水質を把握しておく必

要があるため、追加調査を実施する。 
1) 調査地点 
泊川経由の下水処理場からの放流水と東側から泊川に流入する排水が混合する地点として、

図 26の 2点を対象とする。 
北側の調査地点については下水処理場の排水と東側からの排水が混合していることを調査時

に確認の上地点を確定することとする。なお、南側の調査地点は北側の調査地点の補足地点と

の位置付けとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 26 追加調査地点図 
 

2) 調査方法 
現地にて水温・塩分の鉛直測定を実施するとともに、採水を行う。 

3) 調査対象 
各地点の表層を採水する。 

4) 調査時期 
秋季水質調査時、冬季水質調査時、塩分計点検、回収時の合計 4回とする。 

【変更点】調査を追加 調査内容は、事前に各委員にご意見を頂き了承済み。 

【変更点】委員各位への照会時には、塩分計設置時とし

ていましたが、“点検”時に変更。 

泊 川 加古川 

St.15 

St.16 
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5) 調査項目 
調査項目は、「栄養塩類の形態別動向調査」と同じ項目とする。 

 

2  調査の工程 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　年

項　目　　　                   　　　月 8 9 10 11 12 1 2 3

1.1 加古川からの淡水の拡散状況を解析するための現地調査

(1) 河川水の広域的拡散状況調査

(2) 栄養塩類の形態別動向調査 ● ● ●

1.2 物質収支モデル構築に必要な情報の取得（情報収集）

・既存の潮流調和定数の収集

・収集情報の精査
　(地域の物質循環に係る情報整理結果に基づく精査）

1.3 追加詳細調査（追加提案分）

(1) 河川水拡散状況の鉛直分布調査
●

(2) 河川水拡散状況の平面分布調査
●

(3) 水質の鉛直分布調査 ● ● ●

1.4
泊川における水質把握調査
　　　　　　（向上対策検討に向けた追加調査）

● ●

平成22年 平成23年

3回

3回

3回


